
  

 

 

 

 

 

夏休みに、中高生を対象にした「ドキドキ赤ちゃんふれあい体験」がマーノで開催されました。 

 

 

 

２月に今年度の可児市家庭教育学級の閉講式が無事終了いたしました。今年度は延べ 5000人 

以上の保護者の方が参加してくださいました。家庭教育学級の目的は３つあります。１つは、子育

てについて学び、それを家庭生活に反映し、子どもも親自身も幸せになることです。２つ目は、交

流の場です。同じ地域に住む保護者同士が交流することでつながりが生まれます。３つ目は、自分

自身を振り返ることです。我が子の良さや、自分の子育てを振り返ることでその後の子育てに役立

てることができます。可児市では、学校や園、そして市と連携しながら学級を自主運営しています。

自分たちが学びたいことを講座に選び、学ぶ姿勢が素敵でした。 

 また、子育てサロンでは、日頃の子育ての悩みや情報を共有したり、新たな仲間づくりができた

りして子育て仲間の輪が広がっていました。 

 R７年度も４月以降に各園や、小中学校で家庭教育学級が開設されます。ぜひ、一緒に学んだり、

仲間づくりをしたりしませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
家庭教育学級閉講式を迎えました 

～家庭教育学級の役員の皆さん、また参加してくださったみなさんありがとうございました～ 

今年度の閉講式の様子 

校長先生や教頭先生をお招きして子どもの学校生活のお話を聞くことも魅力！！ 

閉講式とカラーセラピー・閉講式と救命救急講座など講座と組み合わせて工夫しています 



 

 

 

みなさんのやってみたい！知りたい！にお答えします。 

調理実習、制作、運動系などなど、今、あなたの学びた 

いにお応えします。学級によって、働いている保護者も 

参加しやすいように土曜日開催、夏休みに親子講座を企 

画、在宅取り組みの充実など様々な工夫を行っています。 

 

 

 

 

 性教育や、情報モラル教育など、いざ自分の家庭で 

子どもにどのように伝えたらいいか迷う時はありませ 

んか。そんな時、専門家の話を聞いてご自身の子育て 

に役立てることができます。90分の講話も、近くの 

人とグループワークをしたり、手を挙げて意思表示を 

したりして参加するのであっという間です。自分の学 

校以外の保護者の方と話をする場ともなっています。 

 

 

 可児市では、家庭教育学級中に、「下の子をみてほしい。 

集中して講座に取り組みたい」そんな声にお応えして託児を 

実施しています。地域の方たちとの交流の場ともなっています。講座開催の場所に子育て 

サポーターが出向き 1時間半託児をしますので保護者の方 

も安心して学級の活動に取り組めます。また子育てサポーター 

の方たちも地域の子どもと触れ合う機会となっており、やりがい 

を感じている方が多くいらっしゃいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

可児市役所 子育て支援課 子育て応援係   山口 亜衣 
電話 : 62－1111（内線 5545） FAX ： 66－1005 
E-mail：kosodate@city.kani.lg.jp 

 

可児市の家庭教育学級の良さ 

１ 魅力的な 200講座 約 186人ほどの講師陣 

２ 子育てまなび講座 専門家の話を無料で聴けます！ 

３ あなたの学びたい！をみんなで支えます。 
子育てサポーターの利用。助け合いながら学び続ける。 

４ 心強い子育て仲間。パパママの新しい仲間づくりを
応援します。子育てサロンの開催 

丁寧な指導のそば打ち体験 

情報モラルに関する講座 

ゆったりとサポーターとすごしています 

和気合いあいとした雰囲気の子育てサロン 
・みんなで支え合うことの良さを実感 

・とても充実していて楽しかった 

・様々な方と関わることができ、とても

良い経験になった 

 


